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 The sociometric approach is useful for studying of the social structure of groups and 

the social status of each group members. But it was not easy to handwrite a  sociomet-

ric matrix table speedily and precisely. 

 The reporter already (1977) introduced a computer program for making a sociometric 

matrix table from the date obtained by the sociometric test. It was, however, just a sim-

ple table arranged by the ordinal number which was given to the each member in group. 
 Therefore we have ever desired a structurized matrix of informal groups. The purpose 

of this report is to introduce a computer program for presenting a sociometric structural 

matrix based on the mutual choices in the sociometric matrix. 

 By the solution of this problem we had possibility of applying the mathematical method 

which Bavelas. A. and Harary, E. et al. presented for graphic analysis on group structure 

to actualy proceeding groups.

1.課 題の 経 過

筆者 はすでに,SociometricTestの 集 計

にお いて,SociometricMatrix作 成 の電算

処理 プログラムを開発 し,実 用 化 した(1974).

しか しなが ら,そ れは名列 を基準 とした単純

な整理表で あ り,主 に個 人的方向 の分析 を可

能 にす るにす ぎない もので あった.

SociometricTestの 目的 は,す でに前回の

論文 で も触 れたご とく,「相互 人間関係 の量的

研 究」 を現実化 す るものであ る.そ れゆ え,

Testの 結 果 は,単 に集 団成 員個 々が受け た選

択や排斥 の数 の集計 だけに とどまる もめでは

ない.集 団成 員間の相 互関係 のパ ター ンに も

注 目して解 析 し,成 員た ちが形成 して いる集

団構造 を明 らかにす ることこそが,そ のね ら
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いで もあ る.

そ れゆえ,SociometricTestの 結 果 は,最

終的 には集 団構 造 を表わすマ トリックス とし

て作成 されなければな らないわけであ るが,

これ につ いては,す でに田中熊次郎(1959)

に よ って,手 作業 に よる手順が確立 されてい
「
る.し か し電子計算機 による自動作成 は まだ

行 われて いない.』 『

そこで本報告で は,前 回作成中 と報告 され

た この部分 の処理プ ロ グラム につ いて,そ の

後の開発経過 と,そ れ に ともな う若干の既製

Subroutineの 改 善および処理 の流 れにつ いて

の変更点 を報告す る.

2.下 位 集 団 の 発 見 と集 団 構 造

マ ト リッ ク ス の 作 成 手 順

SociometricMatrixか ら集 団構 造マ トリ

ックス を作成.する手川頁は,ま ずMatrix上 で

発見 され る相 互選 択に着 目して,.そ れ らの連

結構 造 を抽出す るこ とか らは じめ られ る.

Fig.1は 前 回報告 され たプ ログラム によ

って作 成 されたSociometric.Matrixで あ る

が,こ こでは,成 員間の相 互選択 は 「2」 と

表示 されてい る.す なわち,成 員 國 と成 員團

は相 互に選択 しあってい るが,同 時に成 員[コ

は,成 員圜,成 員囮 とも相互 に選択 しあ う関

係 にあ る.そ こで,こ れ らを図示す るな らば,

Fig.2の よ うにな る..し か しなが ら,こ こで

成員 国の相互選探 の相手 となった圈,國,圜

につ いて見 る と,成 員圄 は,國 とは もちろん

で あるが,成 員國 と相互選択関係 にあるこ と
し

がわか り,ま た成貝圖は,国,團 の他囮 と相

互選 択関係 にあ ることがわか る.・同様 に して

成 貝囮は,国,國 と相 互選 択関係にあ るとと

もに新 たに成 員.固.との相 耳選 択関係 が発見 さ 「

れる.し たがつて,Fig.2は,Fig.3へ と発

展す る.

こ のよ うに して,つ づ けて成員固 につ いて

もその相互選択 による成員連結 をたどってい

くと,や がて,Fi9.4の よ うな相互選択関係

SOCIOMF.TRICMATgiX
fXXXXXXXXXXSYttGAKKO4NENXKUMI19%X.6.29CHANGINGSEATS)

TAC=0.438TAR=0.06891CR5.0.385 MGRS　 0.OSDCRS・7.292M555.0.132

Fig.1SociometricMatrix

SOSSS=0.2*2N=41

25

冑



Fig.2成 員1の 相互選択
Fig.3成 員3,16,17の 相 互 選 択

Fig.4成 員1を 含 む下位集団(男 子)

Fig.5抽 出 された女子の下位集団

Fig.6抽 出 された男子3名

の下位集団

Fig.7抽 出 された2名 下位集団
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を基準 とした成 貝の連 結体 が抽 出され る.

す なわ ちこれが,下 位集団 と定義 され ると

ころの集団内の心理 的集団 いわゆ るinform-

algroupで あ る.

以 下同様 に して,こ こでは,Fig.5の よ う

な女 子16人 の下位集 団,Fig、6の ような3人

集 団,Fig.7の よ うな3つ の2人 集団が発見

され る.

こ こで,当 然なが ら,相 互選 択関係 を持 た

ない成 員た ち圏,國,⑳,⑳,⑲ はいず れの

下位集 団に も属せ ない周辺者 あるいは孤立者

とい うことに なる.本 例 では,誰 か らも選択

を受 け ない(被 選 択数0)成 貝,す なわち孤

立者 は存在せず,す べ て周辺者 として位置づ

け られ る.

集 団構造マ トリックスは,こ れ らの下位集

団 を社会 的水準 の高 い方 か ら序列づ け,さ ら

に,各 下位 集団内の成員 をCRS(選 択 ・排斥差

引得点)あ るいはISSS(社 会 測定的地位指数)

な どの個 人指標 で序列化 して,集 体全体 とし

て あらためてmatrixに 書 き なお されて得 ら

れ る.Fig。8は,以 上 の方法 に従 ってFig.1

か ら手作業 に よって作成 された集団構 造マ ト

リックスで ある.下 位 集団 内の成 員序列 は,

こ こではCRSの 降順 となってい る.

3.相 互選択 ソシオグラム と下位

集団抽出の意義

さて,前 節の下位集 団抽 出の作 業は,従 来

手作業 に よってな されて きたわけであ るが,

そ こで描 かれ る図は,い わゆ る 「相 互選 択 ソ

シオ グラム」 と呼ばれて よい ものであ る.

こ れ まで,ソ シオ グラム(Sociogram)は,

Sociometricmatrix以 前 において,本 テ ス

トの整理 法の上 で主流 を占めていた もので あ

ったが,そ の作成 手順 に公式はな く,作 成 さ

れた表は,作 成者 に よって異な るもので あっ

た,

そ れゆ え,こ うした欠点 を回逃 す る方法 と

して,ま た,デ ー タの数量的処理 を行 いやす

くす るもの としてmatrixに よ る表示法が開

発 されて きた.し か し,ソ シオ グラムその も

の も,成 貝問の相 互関係 を視覚 化す る上 では

捨 て難 い長所 を持 ってい るともいえ る.す な

わち,こ れ をネ ッ トワー ク図 として見 るとき,

下 位集団 内の構造が視覚的 に明瞭 であ るため,

実 践的立場か らの診断や評価 には,直 感的 に

対応で きる利点が あるわけで ある.

そ こで,あ らためて従来の ソシオ グラムの

難点 を考察す るならば,そ れは,ソ シオ メ ト

リッ ク ・テス トにおけ るすべてのデー タをこ

れ に盛 り込 もうとした点にあ ることが指摘 さ

れる.そ れゆ え,こ こであ らためて 「相互選択

ソシオグラム」 の有効性が生 まれ る.す なわ

ち相互選択 ソシオグラムは,と りあえず成員

間の相互選択関係 につ いてのみ注 目 して これ

を図式化す る方法で あ り,比 較的単純 な手順

で作成が可能で ある.ま た ネッ トワー ク図 と

して も見やす く,バ ーベ ラス(Bavelas,A.

1950)や ハ ラ リー(Harary,F.1959)ら の 集団

構造の数 量的分 析法の適 用に もきわめて有効

であ るこ とが示 唆 され る(瀬 谷,1961).

しか しなが ら,い ずれに して もSociomet-

ricmatrix(Fig.1)内 に ある下位集団の抽出 を、

手作業では な く,電 算処理 によって行 な う方

法 を,ぜ ひ とも実現 してお く必要 があ ること

は云 うまで もない.集 団内の どの成 員 とどの

成員 が互 いに どの ような距離関係 にあ り,互

いに連絡す るネ ッ トワー クが,ど の範 囲に及

ぶか とい う下位集団抽 出の作業 を自動化す る

こ とは,複 雑 な現実集団 の構 造分析 をよ り効

率的 にすすめ る上で有効 であ るといえる.ま

た,前 回報告で予告 された集団構造マ トリッ

クスの作成の上か らも,下 位集団抽出のプ ロ

グラム開発は有効で ある といえる.以 下,本

報告 では,こ れ までに開発 されたプ ログラム

について,具 体的に紹介す ること とす る.

4.処 理 計画 とプ ログラム作成

Fig.9は,前 回 ま で のSociometricMat一
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○選 択,◎ 相互 選択,× 排 斥,△ 相 互排 斥,「 座 席が え」基 準 男22,女19,計41小4年 クラ ス

Fig.8集 団 構 造 マ トリ ッ ク ス

rix作 成 手 順の 基 本的 な流 れ を示 した もので

あ る.こ こでは,単 純 に入力 されたデー タの

順 にマ トリックス を作成 す るよ うに した.し

たが って,デ ー タは,通 常,名 簿川頁に並べ て

入 力す るこ とが望 まれた.一 般 には,・,男女別

に並べ られ るのが普 通で あるが,グ ルー プ編

成が な されてい るような場 合 には,そ れに従

って入 力す ることも可能で ある.マ トリッ ク

スは,そ の順序 で作成 された.

Fig.10は,こ れ に引 きつづ いて集 団構造マ

トリックスを作成す る手順 を示 した ものであ

る.こ の手順 の基本的考 え方は,つ ぎの とお

りであ る.

①SociometricMatrixに よ って算 出 され

たISSS(社 会 的測定 的地位指数)に 基づ き,成

員 の序列化 を行 ないデー タの再編成 を行 な う.

す なわち集団構 造マ トリックス上での成員 の

序列 を下位集団 ごとにISSSの 高 い者 から順 に

位置づ け られ るよう準備 す る.こ の際,被 選

択数 は0で ないが,相 互選択数が0で あ る者

(周 辺者),被 選 択数 が0で 従 って相互選択数

も0で あ る者(孤 立者)を 序列 の最後 に位 置

づ け るようにす る.以 上 によってつ ぎの成 貝

相互 間距離の計 算処理が迅速 に行 え ると予想

された.

② 新 しい序列 による暫定マ トリックスの作

成 を行 う.た だ しこれは,す でにあ るサブプ

ログラム を活用 し,表 の出力は行 なわない も

の とす る.そ れゆえ,こ こではISSSの 序 列に

よるデー タ ・マ トリッ クス を変 更す るプ ログ

ラム の作成だけで,SociometricMatrixそ

の ものを変更 して出力 させ るこ とは しない.
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Fig.9SociometricMatrix作 成 の手順 と

Subprogramの 流 れ

③ 暫定 的に作成されたマ トリックスは,相 互

選択 を有す る成員群が先頭 に位置す る形 とな

ってい る.そ こでこのマ トリックスの中か ら

相互選択結合 のみ をと りだ して1と し他 はす

べ て0と な るマ トリックスに変 更す る.こ の

相 互選 択結合 を介 して,成 員相 互 間の最 短

距離 を計算 す る.こ の場 合,隣 接 す る成員

間の距離 を1,そ の 隣 りの成員 との距離 を2

とす る.し たが って,例 えば成員間 に3名 の

成貝が介在す る場合,そ の距離 は4と い うこ

とにな る.ま た,成 貝間 に最終的 に結合 が存

在 しない場合 はその距離 を無 限 と考え99と す

るこ ととした..こ う して得 られた成 員間の距

離 をもとに,相 互に有限な距離 を持 つ者同士

を集め る とこれが下位 集団 とい うこ とになる

ここで下位集団の抽出お よび下位集団 内の成

員序列化が終了す る.

④ したがってここに成立した成員序列に した

がって,再 びデー タ ・マ トリックスの序列変更

Fig.10Sociometricmatrixか ら集団構造マ ト

リックスを作成する手順 とSubprogramの 流 れ

を行ない,② の方式に従って新 たにマ トリック

スの作成 を行 ない,そ れを出力 させ るこ とに

よって,目 的 とす る集団構造マ トリックスが

得 られ る.

① を実現す るのがFig。11のSubroutine

RANKNで あ り,③ を実現 す るのがFig.12,

13のSubroutineDISTANで あ る.な お②の

出力を ともなわないSociometricMatrixの
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              SUBROUTINE  RANKN(NN,BANGO,LIMITPINCRS,INC,IMC,ICM,IRMIFSSS) 
              DIMENSION  BANG0(60),INCRS(50).  INC(50),IMC(50)pICM(50,10)11 

 FSSS(50),IRM(50.10) 
             DIMENSION  IBANG0(60),LCC10),LR(10) 
             INTEGER BANGO 

        C RANKING BY CRS 
 DO 55  II=1,NN 

 K=II 
              DO 56  JJ=II,NN 

 IF(FSSS(JJ).GT,FSSS(K))  K=JJ 
           56 CONTINUE 

 MW=BANGR(II) 
 BANGO(II)=BANGO(K) 
 BANGO(K)=MW 
 MK=IMC( I  I  ) 

 IMC(II)=IMC(10 
 IMC(K).MX 
 MY=INC(II) 
 INC(II)=INC(K) 
 INC(K)=MY 
 MZ=INCRS(II) 
 INCRS(II)=INCRS(K) 
 INCRS(K)=MZ 
 FW=FSSS(II) 
 FSSS(II)=FSSS(K) 
 FSSS(K)=FW 
              DO 57  I=l+LIMIT 

 LC(1)=101(11,1) 
 ICM(IIII)=ICM(Kr1) 
 ICM(KoI)=LC(I) 
 LR(I)=IRM(11,1) 
 IRMCII,I)=IRM(KoI) 
 IRM(K,I)=LR(I) 
          57 CONTINUE 
          55 CONTINUE 
        C ISOLATED AND FRINGER SELECTION 

              DO 50  II=1,NN 
 IF(IMC(II).NE.O.AND,INC(II).NE.0)  IBANGO(II)=II 

 IF(IMC(II).EG.O.AND,INC(II).E0.0)  IBANG0(II)=II+200 
 IF(IMC(II).ER.O.AND.INC(II).NE.0)  IBANGR(II)=II+100 
          50 CONTINUE 

               DO 51  II=1.NN 
 K=II 

              DO 52  JJ=IIINN 
 IF(IBANGO(JJ).LT.IBANGO(K))  K=JJ 

          52 CONTINUE 
 MW=BANGO(II) 
 BANGO(II)=BANGOIK) 
 BANGO(K)=MW 
 MB=IBANG0(11) 
 IBANGO(II),IBANGO(K) 
 IBANGOIK)=MB 
              DO 53  I^1,LIMIT 

 LC(I)=1CMCIIII) 
 LR(1)=IRM(11,2) 
 ICM(IIII)=ICM(KsI) 
 IRM(I),I)=IRM(K,I) 
 ICM(K,I)=LCCI) 
 IRM(K,I).LR(I) 
 53 CONTINUE 
 51 CONTINUE 
 RETURN 
              END 

               Fig.11 Subroutine RANKN

C KYORI NO KEISAN PROGRAM 
     SUBROUTINE  DISTANCNN.MATRIX,BANGO'NFORMAtICM,IRMtLIMITs 

 LAtIKYORIOINZU) 
 DIMENSION  MATRIX(60,60)0(YORI(50,50),BANG0(60)INANGO(66), 

 IBANG0(60),K1(50)1K2(50),KOZO(50$50),NFORMA(20). 
 ICM(50,10),IRM(50,10) 
     DIMENSION  IKYORI(50)10IN2U(50),LC(50,1-0).LR(50110),LA(50) 
 INTEGER  BANGO 

 DO 5  II=1,NN 
 NANGO(II)=0 

       DO 5  J...1=1,NN 
 KYORI(JJ,II)=MATRIX(JJsI)) 

   5 CONTINUE 
      DO  10  II.11,NN 

      00 10  J.J=1INN 
 IF  (KYORI(JJ,11).E0,2> GO TO 12 

     GO TO  10 
   12  KYORI(JJ,I1).1 

  10 CONTINUE 
      DO  13  II.111NN 

 KYORI(II,II)=0 
 13  CONTINUE 
 on 100  Km1oNN 

     DO  NO  JJ=1,NN 
 DO  80  II=1,NN

30



 MW=KYORI(JJ.K).KYDRI(KIIII) 
 IE(KYORI(JJ,11).GT,MW)  KYORI(JJ.II)^MW 

 80 CONTINUE 
       90 CONTINUE 
      100 CONTINUE 
 DO 32  II=1,NN 

 IBANG0(11)=0        3
2 CONTINUE 

 K=0 
       33 CONTINUE 
           DO 34  II=1,NN 

 IF(I8ANG0(11).E0,0) GO TO 35 
       34 CONTINUE 

          GO  TO 40 
       35  DO 36  JJ=ltNN 
 IF(KYORI(JJ1111).NE.99)  K1(JJ)=1 

 1E(KYORI(JJ$11).E0.99)  K1(jj)=99 
       36 CONTINUE 

 DO 37  KK=1,NN 
 IE(IBANGO(KK).E0,1) GO TO 37 

 DO  38  JJ=1,NN 
 IF(KYORI(JJIKK).NE,99)  K2(JJ)=1 

 1E(KYORI(J.J0KK),E0,99)  K2(JJ)=99 
 IF(K1(jJ).NE.K2(JJ)) GO TO 37 

       38 CONTINUE 
 K=K41 
          DO 39  JJ=1,NN 

 KOZO(JJ,K)=KYORI(JJ,KK) 
       39 CONTINUE 
 NANGO(K)=BANGO(KK) 
          DO 41  I=1,LIMIT 

 LOCK,I)=1CM(KK,I) 
 LR(K,I)=IRM(KK,I) 
 41 CONTINUE 
 18ANGO(KK)=1 
       37 CONTINUE 
          GO TO 33 

       40 CONTINUE 
          DO 42  II=1,NN 

 IBANGO(II)=0 
       42 CONTINUE 
 K=0 
       43 CONTINUE 
 DO 44  II=leNN 

 IF(18ANG0(11).EQ,0) GO TO 45 
       44 CONTINUE 

          GO TO 50 
       45  DO 46  JJ=1,NN 
 IE(KOZO(II,JJ),NE.99)  K1(JJ)=1 

 IF(K020(114JJ).EQ.99)  K1(JJ)=99 
 46 CONTINUE 

 DO 47  KK=11INN 
 IE(IBANGO(KK).EG,1) GO TO 47 

           DO 48  JJ=1,NN         
•  IF(K0Z0(KKI1JJ),NE.99)  K2(JJ1=1 

 IE(K070(KK,JJ).00.99)  K2(JJ)=99 
 IF(K1(JJ).NE,K2(JJ))  GO  TO  47 

       48 CONTINUE 
 K=0.1 
 DO 49  JJ=1INN 

 KYORI(KIJJ)=K020(KKIJJ) 
       49 CONTINUE 
 DO 52  1=1,LIMIT 

 ICM(KtI)=LC(KrI) 
 IRM(K,I)=LR(101) 
       52 CONTINUE 
 8ANGO(K)=NANGO(K) 
 IBANGO(KK)=1 
       47 CONTINUE 
          GO TO 43 

        50 00 65  II=1,NN 
 IKYORI(II)=0 

 NINZU(I!)=0 
       65 CONTINUE 
           DO  60  II=1,NN 

 LA(II)=0 
           00 61  JJ=1,NN 

 IF(KYORI(JJIII).GE,O,AND.KYORI(JJIII).LT,99) GO TO 62 
          GO TO 61 

       62  IKYORICII)=1KYORI(II).KYORI(JJ,I1) 
 NINZU(II)=NINZU(II).1 
 IF(LA(II).LT.KYORI(JJ011))  LA(11)^KYORIUJIII) 

       61  CONTINUE 
       60 CONTINUE 
 WRITE(6,302) 
 302  FORMAT(1H1/1H0,20WGROUP STRUCTURAL  MATRIX'/) 

 WRITE(61299)  (NFORMA(1),1=1120) 
       299  FORMAT(114  ,2044/) 

 WRITE(6r304)  (BANGO(JJ)..1.1=11,NN,2) 
       304  FORMAT(1140,6X12514) 

 WRITE(61301)  (BANGO(JJ).JJ=21INN.2) 
       301  FORMAT(1H  98)02514) 

 WRITE(6•303) 
       303  FORMAT(114.11108X1' T N  IC!) 

 DO 51  II=1,NN 
 WRITE(6P250)  BANGO(II),(KTORI(JJ,11).JJ=1.NN) 

       250  FORMAT(11-1  1141400012) 
 WRITE(6,251)  IKYOR1(11).NINZU(II)PLA(11) 

       251  FORMAT(114.1,108X014) 
        51 CONTINUE 
           RETURN 
           END

Fig.13 SubroutineDISTAN(つ づ き)
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作成Subroutineは,TABLEAよ り出力部分

の ステー トメン トを除いた ものにす ぎない.

と ころで,③ におけ る,成 員相 互間距離 の

算 出につ いて若干 の説 明 をしてお く.

従 来 この種 の問題 は,一 般 に要素 間に距離

が定義 されて い る時,そ の最 短距離 を求 め る

方法 として い くつ か考 えられて きた.す なわ

ち,路 さが し法,行 列 式 を利用 した巾乗法が

それで ある.

これ らにつ いては恒 川 と平本(1970)が く

わ しく述べ てい るので,詳 細 は参 考文献 にゆ

ず るこ ととし,こ こでは概 略のみ紹介 してお

く.

路 さが し法 は,例 えば鉄道 の経路 などで距

離,時 間,運 賃等が最小 にな るような路 をさ

がす時 などに想定 され る.す なわ ち各地 点に

隣接 す る地点の集合 をデー タとして,求 め る

2地 点間の一 方 を入 口,他 方 を出口 とした場

合 入 口か ら出 口に至 るすべ ての経路 の中か

ら,要 素 間の求 め ようとす る量 の和が最 小 と

なる経路 をさがそ うとす る方法で ある.

ま た巾乗法 は,点iか ら点jへ の距離dijを 要

素 とす る行 列式 において,iか らjへ の距離が

定義 されて いない時d;;=0,同 一 要素 間 の距

離dii=oと 約 束 した上 で,行 列式 を二乗,三

乗 とすすめ,全 要 素数 よ り1少 ない数 だけ く

りか えす ことに よって,そ れぞれの要 素間の

最短距離 を求め よ うとす るもので ある.

これ らのア ル ゴ リズムはいずれ もか な り複

雑で,計 算 も最終結果 に至 るまで相当数の反

復 をしなければ な らない.し か しなが ら,同

じ く恒川 らは,こ の種 の最短 距離アル ゴ リズ

ムに対 レて,決 定的 に うまい方法 は,東 大工

学部 計数工 学部 の伊理正夫助教授 によって紹

介 された消去 法に よるそれ である と述べ てい

る.こ れは,つ ぎの ようなFORTRANプ ロ

グラムで書 かれ るもので ある.

DO30k=1,M

DO201=1,M

DO10J=1,M

W=D(1,K)十D(K,J)

IF(W.LT.D ,(1,J))D(1,J)=W

10CONTINUE

20CONTINUE

30CONTINUE

こ の アル ゴ リズムの中心は,

d;;=min(d;;,d;k十dk;)

の部 分 にあ る とされ る.す なわち,

「kを 固定 した上 で
,す べ てのijに 対 してiか

らkを 過てjに 至 る経 路 を調べ,も しikjの 距

離 の方がそれ までに求め られ てい るijの 最 短

距離 よ り短かければ,そ ち らを採用す るこ と

になる.kを 点 の個 数だけ繰 り返せ ば計算 が終

了す る.こ のア リゴ リズムが正 しいこ とは,

 SOCIOMETRIC MATRIX 
   MAIN PROGRAM  (  SOC105 ) 

    DIMENSION  BANG0(60),MATRIX(60060),INC(50).1NR(50),INCRS(50)11MC(50 
 H),IMR(50),FSSS(50)INFORMA(20)PICM(50,10),IRM(50,10),LA(50),NINZU(5 

 *0),IKYORI150) 
   COMMON  NN,BANGOoMATRIXIINC,INR,INCRS'IMCPIMR,FSSS,LIMITINFORMAtICM 

 U,IRM 

   INTEGER BANGO  
3  READ(5,100) NGROUP 

100  FORMAT(12) 
 IF(NGROUP) 1,2,1 

 1 CONTINUE 
   CALL  READIN 

   CALL  SOCIOA 
   CALL  RNDORD 
   CALL TABLEA 
   CALL  RANKN(NNoBANGO,LIMITIONCRSIINCtIMCoICMoIRM,FSSS) 
   CALL  SOCIOA 
   CALL RNDORD 
   CALL TABLES 
   CALL  DISTAN(NN,MATRIX,BANGO,NFORMA,ICMoIRM,LIMIT,LArIKYORIOIN2U) 

   CALL  SOCIOA 
   CALL RNDORD 
   CALL  TABLFA 
   GO TO 3 

 2 STOP 
   END

Fig:14MainProgram
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数学的帰納法 で証 明で きる.」と述べ ている.

そ こで,本 報告 ではSociometricMatrix

上 におけ る相互選択関係 を距離dii=・1,dii

=0,相7j択 に よる結合 がない場合 の距離

をdij=99と して,こ のアル ゴリズムの もとで

Subprogramを 作 成 した.

5.メ イ ン ・プログラムと出力結果

以上の手続 きによって開発 された今回のプ

ログラム を,前 回のプ ログラムに追加 して実

行 させ るmainprogramは,Fig.14に 示 す と

お りであるが,本 質的 に前回 と異 なる ところ

はない.Fig.10に 示 した順序でSubroutine

をつ なげていけばよい.た だ,前 回では,BA

NGO,MATRIX,SubroutineRNDORDの

MATRXA,SubroutineTABLEAのMA,

MBの 各変数が,DIMENSIONの 大 き さ を

50と していたが,こ れ を今回60に 改 めた.し

たが って,こ れ らの変数 をDOル ー プで使用

す る部分で も,最 大 を50か ら60へ 変 更す る必

要が あ る.こ れは,こ のプ ログラム によって

処理 され得 る集団のサ イズが最大46程 度(用

紙幅 に制 限が あるため)で あるこ とにか わ り

はないが,氏 名の コーデ ィン グにおいて1～

60を 使 用で きるように したため であ る.学 級

集 団 などでは男子群 に対 し1か らを配 し,女

子群 に対 しては31か ら を配 す るこ とが 多 く,

したが って コー ド番号 が50を 越 え ることもし

ば しばで あったため,こ の ような改良 を行 な

った.

こ のプ ログラムによる出力結 果は,Fig.15

Fig.16の ご とくであった.図 中の罫線は,出

力後記入 した ものであ る.Fig.15の 右 端T欄

は,下 位集団内の各成貝の距離の総和,N欄

は,各 成員が属 す る下位集団のサ イズ,K欄

は各成貝の下位集団内最 大距離 を示 した もの

で ある.

6.考 察と今後の課題

前回報告以来の残された課題は,こ こに報

告 されたプ ログラムに よって一 応解決 を見た

とい える.し か しなが ら,テ ス トへ の回答に

見 られ る 「だれで もよい」に対す る無作為抽

出の自動化は,そ の手川頁がほぼ確立 してい る

とはいえ,実 際 には 多 くの制約条件が存在 し,

ま だ達成 されないで いる.そ れ ゆえ,そ うし

た回答が存在す る場合 は,出 力後,手 作業に

よるデー タの補正が必要 となる.ま たSocio・

metricMatrixそ の ものの表示 の仕方 もさら

に工夫 を要す る点が 多 くあるよ うに うかが え

る.た とえば下位 集団の序列は,必 ず しもサ

イズの大 さ 國ll陶2はなって いない.本 例で も

第3下 位集団 砲 名 、5'第4下 位集団(2名)の

後 に出力されている これは,下 位集団抽出

がISSSの 高 い成員か ら順次 なされるためであ

る.

しか し,他 方,集 団構造マ トリッ クス作成

の自動 化は,多 くの研究 発展 の可能性 を開 く

ものである.筆 者 はす でに,バ ーベ ラスの集

団構造の数量 的分析手法やハ ラ リー らの グラ

フ理論 に よる諸指標 の算 出プロ グラムを開 発

してい るが,そ れ らは,従 来単 純なモデルに

よって試算 されていた もの を現実集団にあて

はめて試み られ るとい う点で,き わめて有効

性が高 いとい える.

ま た,成 員間相互距離 の算 出は,そ れが 陛

ず しも相互選択関係 だけに限 らず一方向の選

択 において も可能 であ る.そ れゆえ,選 択関

係 のすべ て をデー タとした下位集団 あるいは

集 団全体 のネ ッ トワー クの分析 に も道が開か

れ て くるといえ る.ソ シオ メ トリック指標 の

ほ とん どは,こ れ まで被選択,被 排斥 とい う

onestepの 関係 のみか ら算 出されてきたが,

個 人方 向について も,集 団的状況 をよ り多く

加 味 した指標 が考察 され る可能性 もある.こ

の ことは,集 団方向の指標 につ いて も同様 に

当ては まる.

今 後現 実集 団の実態 と対応 させて,よ り妥

当性 の高い集 団 と個 人の測定尺度 を研究 して

い くことが期待 され る.
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 GROUP STRUCTURAL MATRIX 

(XXXXXXXXXX SYOGAKKO 4 NEN  X  KUM1  19XX.6.29 CHANGING  SEATS)

債.

Fig.15 出力 された成員相互間距離マ トリックス

/

/
SOCIOMETRIC MATRIX 
(XXXXXXXXXX SYOGAKKO 4 NEN X KUMI  19XX.6,29-  CHANGING SEATS)

TAC=0.438

●

TAR=0.069 BICRS=0.385

Fig.16

MGRS　 0.0 SDCRS・7,292 MSSS　 0,132

出力された集団構造マ トリックス

SDsSS冨O,242 N・41

34
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要 約

前回の論文以来果たされなかった,集 団構

造マ トリックスの電算機による自動作成のプ

ログラムを紹介した.プ ログラムの作成にあ

たっての問題の中心は,下 位集団をいかに抽

出するかであり,ま ず,手 作業による手順が

述べ られた.そ の後,こ れを 「グラフ上の二

点間最短距離径路の発見」 ととらえ,消 去法

による全成貝間の最短距離の算出を試みた.

そして,こ れをもとに下位集団の構成員を抽

出し,集 団構造マ トリックスの電算機による

自動作成 を可能にした.

これによって,従 来単純なモデルにのみ適

用可能であった.バ ーベ ラス,ハ ラリー らの

集団構造分析の手法を現実集団に も適用で き

る可能性を開いた.
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